
 
                          

WE  HAVE  WINGS 

校長  倉本 惠  

緊急事態宣言期間中の、そして予定より５日延びた夏休み明けの日を迎えました。 

学校の花壇でも駅前花壇でも美しく大きく咲いたヒマワリや、ベコニア、マリーゴールドなど

が子どもたちとの再会にまさに花を添えています。 

様々な制限のある中で、保護者の皆様も地域の皆様もご苦労の多い夏休みだったのではない

でしょうか。我慢することをがんばっただけでなく、何か前向きな先につながるがんばったこ

とがあった夏休みであったことを願います。 

 

夏休み中、私たち職員は子どもたちを迎えるために、研鑽を積んだり、校内環境整備に汗を

流したりしてきました。 

ICT 支援員さんと共にタブレットを使った家庭との連絡方法や

デジタル教科書の使用方法の研修、丸山台中学校ブロックの３校

小学校共通での国語の指導法研修、

防火シャッターの作動確認研修等

を行いました。 

技術員さんたちは、普段できな

い広く長い廊下等の掃除やワックスがけ、調

理員さんたちは、給食室の大掃除等に加え、

初めての分散登校での給食実施に向けての準備に力を尽くしてきました。 

また、横浜市の市立小学校で児童の出欠や学習状況、健康診断などの情

報を入力する校務システムからシステムを管理する業者が最新データを削

除するミスがあったという報道があり、地域や保護者の方からご心配の声

もいただきました。本校もその被害を受け、各職員でデータの再入力にも

取り組みました。（個人情報の流出はありませんので、ご安心ください） 

 

ワクチン接種はこの夏休み中に急速に進みましたが、いつ誰が感染するかわからない状況は

続きます。感染した人や症状のある人を責めるのではなく、思いやりの気持ちをもって治って

戻ってきたときに温かく迎えるように一人一人が心がけていってほしいです。 

8 月 24 日に開幕したパラリンピックのコンセプトは「WE HAVE WINGS（私たちは翼を持って

いる）」。逆風でも「勇気を出して翼を広げることで、思わぬ場所に到達できる」といった意味

も込められているそうです。競技に取り組む選手の姿に加えこの言葉は、コロナ禍での私たち

を後押ししてくれている、と感じる私です。 

人生の逆風に向かう強い翼と、人を思いやる優しい翼の両方をもって、コロナ禍の中、感染

拡大防止に努めつつ、希望をもってはばたき続けていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸小だより 横浜市立丸山台小学校 学校だより 

No.５ 

令和３年９月１日（水） ～ 実践目標 自分が輝く、みんなも輝く ～ 

地域の皆様へ 
９月２日（木）から９月１３日（月）まで、分散登校・短縮授業による教育活動を行います。 

この期間、登校時刻は普段と変わりませんが、下校時刻は普段より早くなります。 
１４日以降の対応については教育委員会からの指示があり次第、お知らせします。 
登下校時の子どもたちの見守りをよろしくお願いいたします。 
 

保護者の皆様へ 

９月１３日までの教育活動は、感染拡大予防の観点から学級単位での実施が原則との指示がでて
おりますので、集会、委員会活動、クラブ活動、縦割り活動等は行いません。 
 


